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年明 ナ恒例の二重県内の研修にの発表の場である 「 MMC卒 後打に臨
床懇話会』)  `と る1■22,注 市内のホテルで開郁されました 第 4回目を

なる今年は 県 内各病院より27題の演題の応募があり 発 表内容もきるこ

とながら 質 廃店客lJ指卓医 研 ほにより活発に議占が行われ 例 年にヽ
まして売安した内容となりました 特 に 1年 目最優秀賞の小専先生 中 野
先生 iし わ 入 賞した各発表では 忠 者さんの

一兄不定愁訴とも思える内

容や 毎 ロド剤を大はに凋R用 しているといつた病LAEを詳細に開さ診断に
=つ たことが高く評価され=し た 'た  2年 目指優秀質の若林先生は 慮
床研ほの中いてある救急所倭について ア ンター トと様々なデータを綾り

変せなから 現 在の故急研修の問題■や 研 袴現場に今後求められる積極
的な鮭察を行い 研 修医 指 導底を超えた参"「者の共感を得ていました

会終了後は FM二 五 『ドックMMC削 ておなしみの小畑実奈子さんの司
べて懇親会と表彰式が行われ 病 院の件線みを超えた交流となりました

会は 来 年度も平成20年1月に開催される予定で 多 くの研修にの参加と
rr売な議議が蜘rjされます
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